
５ 本時の学習（１１時間取り扱い 本時 １０／１１） 

（１）目標 わり算の性質を活用して，どうしたら簡単な計算ができるか考え，工夫して計算をする。 

（２）展開 

 

過

程 
学習活動 

時

間 
○主な発問 ・指示 

◇予想される児童の反応 
指導上の留意点と評価 備考 

つ

か

む 

１ 前時の学習

を振り返る。

【一斉】 

 

２ 本時の課題

とめあてをつ

かむ。【一斉】 

 

 

10 ・フラッシュカードをします。すぐに

答えてください。 

◇ ８０÷２０は簡単。 

◇ １５００÷２５０は難しい。 

〇 １５００÷２５０や６０００÷２５

０を，簡単に計算できないか？ 

◇ わり算の性質を使えばできるか

もしれない。 

 

 

・フラッシュカードの

中に，本時で扱う課題

を入れておく。 

・なぜ「難しい」のか問うことで，

被序数も除数も大きい数である

ことを確認する。 

・前時の学習内容を想起さ

せ，わり算の性質を用いれ

ば，簡単にできるという見

通しを持たせる。 

フ ラ ッ

シ ュ カ

ード 

 

 

３ 個人で考え

る。【個人】 

 

5 ・ 計算の性質を使って，１５００÷

２５０をしましょう。 

 

 

 

  

 

・「もう少し簡単にできないか？」

と問い，わり算の性質を生かし

て，÷１０だけでなくさらに性質

を用いるように促していく。 

ホワイト

ボード 

ふ

か

め

る 

４ それぞれの

考え方を発表

する。【一斉】 

20 ・考えを発表してください。 

○ どうして，×４や÷５をしようと

思ったんですか？ 

◇ ×４にすると，わる数が１００に

なって考えやすいから。 

◇ ÷５をすると，わる数が１けたに

なるから。 

○ 似ている考えはどれだろうか？ 

◇ （わり算の性質を使っている回数

は違うけど），わる数を５にしてい

るところが同じ。 

 

 

 

 

・ある数でかけたり、わったり

した理由を問い、次のよう

な着想を引き出したい。 

わる数を 

① 何十や何百にする 

② １けたの数にする 

・わる数から，わられる数をど

う計算すればよいか問い，

わり算の性質を確認する。 

・わり算の性質を３回以上使

う児童も取り上げ，考え方

を構造化していく。 

ホワイト

ボード 

ま

と

め

る 

５ 本時の学習

をふり返り，

適用題に取り

組む。【班→個

人】 

 

 

 

 

10  

 

 

・学習したことを生かして、問題を解

きましょう。 

 

 

 

・ふり返りをかきましょう。 

 

 

 

・板書を手がかりに、ど

んな方法・着想で適用

題を解けばよいか、見

通しを持たせる。 

・①は個人→班での教え

合い，②は個人で取り

組ませる。 

 

 

 

めあて どうしたら簡単な式にして計算ができるか考えよう。 

まとめ わり算の性質を使って何百や何十，１けたでわるわ

り算にすると，簡単な計算になる。 

Ｂ基準 わり算の性質を使って、簡単な式にして計算をすることができる。 

〈Ｂ基準に満たない児童への手立て〉 

÷１０をした式や着想，板書を手がかりに考えさせる。 

も
と
め
る 

適用題 次のわり算を工夫して計

算しましょう。 

①６０００÷２５０ ②３５００÷２５０ 

１５００÷２５０ 
 ↓÷１０  ↓÷１０ 

１５０÷ ２５ 
↓÷５   ↓÷５ 

３０ ÷ ５ 

１５００÷２５０ 
 ↓÷１０  ↓÷１０ 

１５０÷ ２５ 
↓×４   ↓×４ 

６００÷ １００ 

１５００÷２５０ 
 ↓÷１０  ↓÷１０ 

１５０÷ ２５ 
↓×２   ↓×２ 

３００÷ ５０ 


